
１ 事業の目的・必要性

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

消防団員の担い手不足や高齢化を解消するため、大学生等の
若者の団員確保に取り組むとともに、大学卒業後も引き続き居住
地等で消防団員として活躍してもらうことを目的に実施。

２ 事業内容

平成２６年度から大学生消防防災サークルで構成された「京都
学生FAST」をスタートさせ、京都府内の大学等の消防防災サー
クルの立ち上げや活動を支援するとともに、学生同士・学生消防
団との交流や意見交換、各種防災訓練等への参加を行っている。
現在、13大学が「京都学生FAST」に加入しており、合計140名
の学生が活動している。
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４ 目標達成状況

指標 単位 当初目標 実績値 備考

府内大学へのアプロー
チ数

校数 ４校 ０校 府内大学へのア
プローチについて
は、３月～４月に
実施予定。

新規参加大学数 人数 ２校 ０校

活動支援大学
サークル数

校数 １３校 ８校

交流会 回数 ３回 ２回

SNSのフォロワー数 人数 1,000人 ５７９人
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３ 事業成果

令和５年度は、府内市町村や外部団体から各種防災関
連イベントへの参加依頼が多くあり、京都学生FASTの知名
度を向上させることができた。また、大学を超えた学生同士
の交流の場が増え、活動へのモチベーションがあがったことに
より、各大学でも地域と関わりを持った活動が増加し、地域
防災力の向上につながった。

５ その他参考情報

京都府自治体名大学生消防防災サークル支援事業


